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地球温暖化を防止し持続可能な社会を実現するためには,先進国によるエネルギーの削減・

有効利用や温室効果ガスの排出削減に対する対策だけでなく,発展途上国おける取り組みも極

めて重要となっている。本論文は,発展途上国のーつであるインドネシアの地方中核都市であ

るパダン市における都市エネルギー消費量及び大気汚染物質排出量の将来予測手法を開発し,

それらの有効な削減方法・シナリオを明らかにすることを目的として,パダン市における家庭

用消費エネルギーの実態に関する現地調査,電力消費量削減方法の検討,道路交通における工

ネルギー消費量の予測モデルの開発とそれを用いたエネルギー消費量の削減方法を検討したも

のである。論文は全6章で構成されている。第1章は研究の背景・目的を述べ,既往研究を整

理・分析している。第2章は,パダン市における住宅用消費エネルギーに関する実態調査を行

い,クロス・セクション分析により実態を明らかにした。第3 章は,アジア諸国における電気

消費量削減手法に関する調査・分析とその手法のパダン市への適用可能性を検討した。第4章

は,道路交通分野におけるエネルギー消費と温室効果ガス排出量の将来予測のためのシステ

ム・ダイナミクス(SD)モデルの開発について述べた。第5章は,開発した SDモデルを用い

て道路交通分野におけるエネルギー消費量の削減方法を検討した。第6章は,第1~5章を総

括し,今後の展望を述べている。

文内容 の 要

アジアの発展途上国における急激なエネルギー消費や温室効果ガスの排出抑制は,地球温暖

化防止のためには不可欠な重要課題となっているが,発展途上国における都市エネルギー消費

の多くを占める家庭用エネルギーや交通分野におけるエネルギー消費の実態や削減方法等に

関する研究はほとんどなされていない。本研究は,発展途上国のーつであるインドネシアの中

核都市パダン市を対象に,都市エネルギー消費(特に家庭用及び道路交通分野におけるエネル

ギー消費)の実態調査とそのデータ分析を通して明らかにし,家庭用及び道路交通における工

ネルギー消費量及び温室効果ガス排出量の有効な削減方法・対策を提案したものである。主な

知見として,家庭用エネルギー消費がライフスタイルに大きく影響されること,各種家電製品

の普及率,調理におけるエネルギー消費が突出して大きいこと,などを明らかにしてぃる。次

に,発展途上国の都市において,家庭用エネルギー消費と並んで深刻になっている道路交通に

おけるエネルギー消費量及び温室効果ガスの排出量の将来予測のためのシステム・ダイナミク

ス(Sのモデルを開発し,そのモデルを用いて道路交通分野における種々のエネルギー消費削

減手法やシナリオの有効性を検討している。その結果,2020年から年率3%の割合で公共のバ

ス・電車を増やすシナリオを実施した場合,エネルギー消費の削減対策を講じない場合に比べ,

2050年の予没婚十算で約30%のエネルギー消費量及び温室効果ガス排出量の削減が可能になるこ

となどを示した。これらの成果は,発展途上国における地球温暖化に関わる都市エネルギー消

費の削減・温室効果ガス排出抑制のための対策・シナリオを作成するための有用な基礎データ

になるものと考えられる。

以上の結果は,学林玲兪文及び査読付き国際会議論文として公開され,学術的価値が認められ

ている。以上により,本論文は博士(工学)の学位論文に相当するものと判定した。
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